
好
景
気
と
バ
ブ
ル
の
発
生
、
そ
の
崩
壊
と
慢
性
不
況
か
ら
な
る
景
気
の
長
期
循
環

拡

大

し

、

業

績

も

改

善

す

る

完

全

失

業

率

・

%

し

て

カ

ネ

を

貯

(

た

)

め

よ

う

。

す

で

に

そ

の

兆

し

は

あ

に
構
造
改
革
や
生
産
効
率
は
関
係
な
い
。
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
験
し
、
カ
ネ
を
失
う
不

か

ら

、

構

造

改

革

を

支

持

す

平

時

岬

巾

九

う

と

し

て

も

、

決

し

て

貯

ま

る

。

た

と

え

ば

イ

ン

タ

ー

ネ

一

花

ら

な

い

。

株

価

も

地

価

も

下

ッ

ト

専

業

の

楽

天

証

券

で

八

安
に
取
り
付
か
れ
た
世
代
が
経
済
の
中
核
を
担
う
限
り
、
景
気
回
復
は
難
し
い
。
本

ー

一

川

が

り

、

襲

撃

が

減

っ

て

月

に

口

康

を

開

い

た

人

の

六

格
的
な
回
復
に
は
悪
夢
の
経
験
を
持
た
な
い
新
世
代
の
登
場
が
不
可
欠
で
あ
る
。
�
 

〆

畑

一

日

い

る

か

ら

で

あ

る

。

割

が

、

三

十

歳

代

以

下

で

あ

月
十
五
島
本
紙
)
�
 

J
U
A

ω 

J
M
M
5

る
。
し
か
し
、
実
態
は
単
な
一
内
繭
川
町
叫
�
 U

る
一
一
極
化
で
、
経
済
全
体
の
一
棚
入
品
川

本

は

経

済

協

力

開

発

機

構

ら

財

政

支

出

比

率

こ

そ

臼

る

立

韓

国

一

時

間

ば

町

一

日

な

括

的

村

山

口

o

v

体
質
改
善
で
は
な
い
�
 

一剖� 

M
F
(

九
州
…
恥
'
-
一
円
4
一
酬
明
」
拘
一
の
基
礎
を
築
好
況
に
な
る
。
カ
ネ
へ
の
執
悪
い
情
報
が
重
な
ら
な
け
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
景
気
回
復
づ
く
り
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ
一
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I
l
-
-
t
L

e
t
-
-
M

「
哨
寸
『
川
匂
�
 副

本

で

、

さ

ら

に

引

き

締

め

政

回

復

す

る

と

信

じ

て

い

る

。

一

大

阪

大

学

教

授

一

良

債

権

だ

国

債

累

積

だ

と

不

替

わ

る

期

間

で

も

あ

る

。

一

戸
同
同
団
�
 

圃

策

を

行

っ

て

い

る

。

つ

ま

り

、

日

本

人

が

懸

命

に

「

「
�
 

園

一

一

回

復

を

遅

ら

せ

て

し

ま

う

。

フ

ラ

も

不

足

す

る

。

し

か

し

」

b

崎
プ章

子
仁

』
列
例
制
凶
�
 

ヒ
昆
邑
品
局
防
向
「
キ
ホ
亜
日
匂
だ
食
�
 

実
際
、
不
況
の
深
刻
化
は
橋
人
手
も
不
足
す
る
か
ら
、
壬
�
 

寸
叫
�
 市
川
圃

〆
臼
引
�
 
他
国
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
済
が
回
復
す
れ
ば
、
構
造
改
魅
力
と
物
(
や
サ
ー
ビ
ス
)
危
な
い
と
か
い
う
悪
い
情
報
ク
を
経
験
し
た
人
々
は
、
状
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。
↑

副
よ
っ
て
自
分
の
持
つ
市
場
が
革
に
よ
っ
て
日
本
経
済
を
立
の
魅
力
の
綱
引
き
に
よ
っ
て
が
入
れ
ば
、
不
安
に
な
っ
て
況
が
安
定
化
し
で
も
不
安
を
こ
れ
に
は
社
会
資
本
に
限
一

閣

下

降

�

 
寸
�
 

I
l
l
i
-
-
I
l
-
-
-
-
i
l
l
l
i
-
-
L

vnw

コ

'

九

州

幽

圃

一

昨

ト

刈
』
圃
.
一

口1
4
・
圃
一
閃
引
い
，
�
 

ブ
デ
一
似
し
い
一
!
一
い
た
政
権
と
着
が
勝
て
ば
、
物
が
売
れ
ず
ぱ
、
一
過
性
の
も
の
と
理
解
は
難
し
い
。
本
格
的
な
回
復
う
。
数
年
先
を
め
ど
に
、
こ

i
h

-Z 

(
O
E
C
D
)
諸
国
の
中
で
本
と
と
も
に
最
低
ク
ラ
ス
だ
材
の
働
き
口
を
確
保
し
て
、
一
の
完
州
日
[
例
回
復
は
遅
い
。
悪
い
こ
と
の
こ
う
し
て
景
気
は
新
た
な

最
低
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
こ
の
が
、
公
務
員
比
率
は
日
本
よ
は
じ
め
て
本
当
の
効
率
化
が
面
�
 

Y
Y

;:j ~ÁI~耐1i!
 
な
い
状
態
が
長
く
続
い
て
よ
サ
イ
ク
ル
に
入
り
、
好
雲

ス
が
速
ま
と
バ
ブ
ル
、
崩
壊
が
繰
り
返

見
て
も
変
わ
ら
な
い
。
教
育
も
と
も
と
形
だ
け
の
ま
ね
特
定
企
業
の
業
績
向
上
と
経
一

h
H咋
外
叶
山
川

Oω

る
。
す
な
わ
ち
不
視
脱
出
に
さ
れ
る
。
発
達
し
た
資
本
主

傾

向

は

、

こ

の

十

年

ほ

ど

を

り

も

は

る

か

に

高

い

。

実

現

す

る

。

不

況

下

で

は

、

一

|

l

生

る

い

い

船

子

う

や

く

回

復

ぺ

a
d
H

E
F
U


jnI
l

E
E

で
は
意
味
が
な
い
。
し
か
し
済
全
体
の
効
率
化
意
義
�
 

隆

博

何

回

問

ー

は

、

不

安

を

拡

大

さ

せ

な

い

義

経

済

に

は

、

一

世

代

を

周

回
・
・
政
府
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
え
で
は
な
ら
な
い
。
び
崩
壊
と
慢
性
不
祝
か
ら
な
買
力
は
物
に
向
か
う
。
企
業
状
態
を
長
期
間
、
地
道
に
積
期
と
す
る
景
気
の
サ
イ
ク
ル

幽

ン

ダ

門
川
門
川
川
ソ
岨

.4
品

そ

す

れ

縮

小

す

る

昔

話

カ

ネ

へ

の

執

着

い

。

例

え

ば

一

九

八

�

 

0
年
代
不
足
し
て
投
資
も
増
え
る
。
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
の
動
き
を
見
る
と
、
四
十
年

叶
川
川
川
川
町
制
圃
府
だ
と
い
う
誤
解
を
広
め
、
は
、
供
給
側
を
一
つ
一
つ
改
寸

l

F

l

ら
、
公
共
部
門
を
拡
大
こ

ド
」
を
標
ぼ
う
す
る
不
況
の
原
固
ま
る
長
期
循
環
は
、
生
産
効
率
の
稼
働
率
も
上
が
っ
て
効
率
み
重
ね
、
人
々
に
安
定
状
態
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

の
変
化
に
よ
る
も
の
で
は
な
や
業
績
が
改
善
し
、
設
備
が
に
い
る
と
い
う
確
信
を
強
め
実
際
、
米
国
経
済
の
株
価
�
 

l

斤
�
 

刊
凶
ぃ
。
そ
れ
な
の
に
大
き
な
政
し
か
し
、
構
造
改
革
論
者
末
に
は
世
界
一
と
言
わ
れ
た
株
価
も
上
昇
し
て
日
本
中
が
し
か
し
、
そ
れ
を
待
て
な
弱
の
周
期
を
繰
り
返
し
て
い

I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-」
い
政
府
は
自
に
見
え
る
「
改
る
。
こ
れ
は
経
済
活
動
に
お
一

l
m4a

U
T J

L
J
U
Ea.

;

j

;

明

吋

叶

羽

働

た

だ

で

さ

え

需

要

不

足

の

日

善

す

れ

ば

、

景

気

が

徐

々

に

一

小

野

善

康

一

革

」

を

号

、

か

え

っ

て

不

い

て

一

世

代

が

完

全

に

入

れ

一

吋

・
9
1
mム
父
刻
寸
じ
盆
節
目

レ
4
凶
�
 

世
代
交
代
を
経
て
本
格
回
復

凡
伊
れ

副
非
効
率
企
業
や
公
共
部
門
働
け
ば
景
気
が
良
く
な
り
、
生
産
力
が
二
二
二
年
で
最
悪
豊
か
に
な
り
、
カ
ネ
へ
の
執
か
る
。
入
手
が
余
り
、
労
働

副
の
整
理
は
、
勝
ち
組
企
業
に
怠
け
れ
ば
景
気
が
悪
く
な
る
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
着
は
さ
ら
に
減
る
。
新
世
代
の
登
場
の
機
会
費
用
が
低
い
今
こ
引
一

『
川
凡
圃
・
・
は
都
合
が
よ
い
。
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
る
と
は
考
え
に
く
い
。
と
こ
ろ
が
企
業
業
績
が
予
さ
ら
に
、
株
価
が
三
分
の
将
来
何
が
必
要
に
な
る
か
を
一

圃
企
業
の
消
滅
や
縮
小
を
も
た
そ
の
た
め
、
将
来
日
本
経
実
際
は
、
景
気
は
カ
ネ
の
想
よ
り
悪
い
と
か
、
銀
行
が
一
に
も
な
る
激
し
い
シ
ヨ
ツ
吟
味
し
て
、
次
の
好
況
期
に
一

;

v

:

安
を
煽
(
あ
お
)
る
か
ら
、
好
況
に
な
れ
ば
経
済
イ
ン
一

本
政
権
下
の
財
政
構
造
霊
ン
フ
ラ
盤
備
に
手
が
回

同
一
ペ
¥
と
小
泉
政
権
下
の
構
造
改
革
い
。
無
理
に
作
れ
ば
忙
し
並

始
動
の
直
後
に
起
こ
っ
た
。
人
々
を
回
さ
な
け
れ
ば
な
亘

d
F
d

好
景
気
の
鍵
は
ず
、
大
き
な
機
会
費
用
が
凶
�
 

1
パ
ー
ー
っ
」
|
|
|
」
剖
て
直
し
、
そ
変
動
す
る
。
物
の
魅
力
説
カ
ネ
へ
の
執
着
が
膨
れ
、
物
ぬ
ぐ
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
一

ぷ
一
同
一
」
の
後
の
成
長
て
ば
、
物
の
購
入
が
増
え
て
の
購
入
が
減
る
。
そ
れ
で
も
彼
ら
が
経
済
の
中
核
を
担
つ
制
度
や
環
境
規
制
の
ル
�
 ル一
l

一ゆ

.

.

.
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